
• ACCJヘルスケア委員会内に、医療機器小委員会が発足
（のちに医療機器・IVD小委員会に改称）

1997
• 提言書 「日本における医療システムの効率と質の向上に対する医療機器の役割」発表

1999
• 提言書 「転換期を迎えた日本の医療システム」発表

2003
• 1月 第1回メディアレクチャー開催（以後隔月で開催）
• 7月 「国際モダンホスピタルショー2003」出展

2002
• 10月 ACCJ医療機器・IVD小委員会、
「先進医療技術の役割
（Value of Medical Technology）
啓発キャンペーン」スタート 2004

• シンポジウム 「患者中心の医療に向けて」開催

2006
• 12月 意見書 「先進医療技術への

患者アクセスの改善を」発表
および記者説明会開催

2007
• 11月 メディアフォーラム
「これからの日本の医療を考える」開催

2008
• 10月 報告書 「2008年デバイスラグ調査」発表
• 12月 「デバイスラグ調査」記者説明会開催

2009
• 4月1日 ACCJから離れ、「米国医療機器・IVD工業会」を設立、初代会長にケイミン・ワング
（エドワーズライフサイエンス株式会社代表取締役社長）就任（初代事務局長、豊田雅孝）、同月記者会見開催
• 5月 エッセー集 『出会えてよかった！先進医療技術を選んだ患者さんたちのエッセー集』刊行
• 7月 報告書 「医療機器提供コストの日欧比較調査」発表

2010
• 4月1日 第2代会長にデイビッド・パウエル（ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社代表取締役社長）就任
• 4月 提言書 「新成長戦略『ライフ・イノベーションによる健康大国戦略』策定に向けた医療機器業界からの提言」発表
• 8月 ポジションペーパー 「体外診断用医薬品の取り扱いに関する考え方」発表
• 11月 提言書 「医療安全問題－医療機器の保守点検に関するコンプライアンス」発表

2011
• 7月 提言書 「医療機器の薬事法改正に係る提言書」・
「体外診断用医薬品の薬事法改正に係る要望」を発表

• 8月 報告書 「日本の医療と先進医療技術に関する意識調査」
発表、記者説明会開催

• 9月 報告書 「医療機器における日中韓三ヵ国の
市場環境比較調査」発表、記者説明会開催

• 11月 提言書 「個別化医療を促進するためのコンパニオン
診断薬のインフラ整備に関する提案書」発表

2013
• 6月 提言書 「感染予防による

医療安全に向けての提案」発表
• 10月 青森県・AMDDコラボフォーラム
「医工連携が切り拓く新しい未来」
参加・出展

2014
• 4月 『 出会えてよかった！Ⅱ 先進医療技術を選んだ患者さん

たちのエッセー集・第2集』刊行
• 6月 提言書 「体外診断用医薬品の適正な提供に関する

考え方」発表

2015
• 8月1日 第4代会長に加藤幸輔
（エドワーズライフサイエンス株式会社代表取締役社長）就任

2016
• 1月 一般社団法人に移行

2017
• 2月 医療機器のイノベーションの価値（バリュー）を

償還価格に反映する「バリューベース償還制度」提言、
記者説明会を開催

• 4月 日本医師会・健康保険組合連合会・AdvaMedと共催で
「活気ある国家・生きがいの創出」シンポジウム開催
（以降毎年開催）
• 10月1日 医療技術政策研究所（MTPI）設立（所長 田村 誠）

2018
• 4月 提言書 「医薬品医療機器等法5年目改正に

向けた医療機器業界からの提言」発表

2019
• 4月1日 AMDD設立10周年
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2003年から始まった
メディアレクチャー

2011年9月
「医療機器における
日中韓三ヵ国の
市場環境比較調査」

2009年7月
「医療機器提供
コストの日欧
比較調査」

2011年8月
「日本の医療と
先進医療技術に
関する意識調査」

2009年4月
AMDD設立記者発表 2009年5月

エッセー集

2014年4月
エッセー集 Ⅱ

2008年12月デバイスラグ
記者説明会

2003年7月国際モダン
ホスピタルショー

2013年10月青森県・AMDD
コラボフォーラムで
県知事表敬訪問

2017年2月バリューベース
償還制度記者説明会

2017年10月官民対話

2018年1月年頭会見
MTPI設立発表

2012年8月こども霞が関見学
デーの体験ブース

2012年11月メディカル
クリエイションふくしま2012

2012年10月福島県副知事
表敬訪問

2012
• 4月1日 第3代会長に島田隆（日本メドトロニック株式会社代表取締役社長）就任
（第2代事務局長、池田博史）

• 6月 提言書 「感染予防による医療安全に向けての提案」発表
• 8月 こども霞が関見学デー参加（以降毎年参加）
• 11月 「メディカルクリエーションふくしま2012」出展
• 12月 報告書 「大型医療機器の経済性評価に関する研究」発表

2007年11月
メディアフォーラム
「これからの日本の医療を考える」

2006年12月患者アクセス
意見書記者説明会

2019年History

AMDDの沿革

「デバイスラグ」という
言葉が使われ始める

2002年
改正薬事法成立
（2005年4月施行）

2008年12月
厚生労働省
「医療機器の審査迅速化
アクションプログラム」発足

2011年
3月11日
東日本
大震災発生

2013年11月
「医薬品・医療機器
等法」（薬機法）成立
（2014年10月施行）

2009年

52 AMDD
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